
資料２ 

動物愛護推進員制度の導入について  

 

１  動物愛護推進員とは  

動物の愛護及び管理に関する法律第３８条において、都道府県知事等は、地域におけ

る犬猫等の動物の愛護の推進に熱意と識見を有する者のうちから、動物愛護推進員  (以

下「推進員」という。) を委嘱するよう努めるものとされている。同条において、推進

員の活動として、動物愛護と適正飼養の重要性について住民の理解を深めることや、都

道府県等が行う施策に必要な協力をすることとされている。  

 

２  本県の状況  

  令和８年度から推進員制度を導入した。  

  公益社団法人福島県獣医師会、県内市町村（中核市を除く。）に推薦を依頼した他、

動物愛護センターに動物愛護ボランティアとして登録を受けている方の中から推薦を

依頼した結果、動物愛護センターから１名の推薦があり、委嘱を行った。  

 

３  推進員の活動内容  

福島県内  (中核市を除く。) において、次に掲げるいずれかの活動を行う。  

(1) 犬猫等の所有者等に対し、動物の愛護と適正飼養について以下の必要な助言や協力

をすること。  

ア  不妊去勢手術の実施に関する必要な助言や協力。  

イ  譲渡のあっせんその他の必要な支援。  

ウ  動物愛護センター（支所含む。以下「センター等」という。）から譲渡した犬猫

の飼養状況確認やしつけに関する相談対応。  

エ  センター等が支援する地域猫活動の進捗状況の定期確認、アフターフォロー。  

(2) センター等に対し、一時預かりボランティアの育成に関し必要な助言を行うこと。  

(3) 災害時、県が行う犬猫等の避難、保護等に関する施策に必要な協力をすること。  

(4) 前３号に掲げるもののほか、動物愛護と適正飼養の推進のために県が行う施策に必

要な協力をすること。  

(5) 自主的に、動物愛護と適正飼養について以下の啓発活動や協力をすること。  

ア  地域における、犬猫のしつけや飼養方法に関する相談対応又は講習等。  

イ  地域における、犬猫等へのふれあい活動。  

ウ  地域における、適正飼養に関するチラシの配布や回覧。  

エ  センター等が行う譲渡や適正飼養に関する情報発信への協力。  

 

４  推進員制度の今後のあり方について  

推進員の委嘱の推進に向けて、まずは動物愛護ボランティアの登録者数を増やしてい

く必要がある。  

また、センター等に多く寄せられる多頭飼育崩壊や野良猫に関する相談において、不

妊去勢手術や譲渡、地域猫活動に関する協力をいただける推進員の存在が望まれる。  

委員の皆様から、委嘱の推進に向けて、推進員の活動内容や活動支援について御意見

があれば、御発言をお願いします。  


